
補強盛土一体橋梁 
Integral Bridge with Geosynthetic-Reinforced Soil 

【概要】 
   補強盛土一体橋梁は、背面補強盛土（補強盛土工法を併用したセ
メント改良アプローチブロック）と直接基礎形式のインテグラル橋梁に
よる構造形式を基本とし、背面補強盛土とインテグラル橋梁は、補強
材を介して一体化されており、従来の橋桁-橋台形式に対し、橋桁-橋台
-背面盛土が一体化された耐震性・経済性に優れた橋梁形式です。 

【従来形式（橋桁-橋台形式）の課題】 
 ・背面盛土施工時の橋台の変形 
 ・長期的な背面盛土の沈下 
 ・地震時の背面盛土の沈下・支承の機能不全 
 ・地震・津波による橋桁の落橋 

【補強盛土一体橋梁の特徴】 
 ・背面盛土施工後の橋梁構築 
 ・補強土併用セメント改良アプローチブロックによる背面盛土の  
  沈下防止 
 ・インテグラル橋梁化による支承部の省略(メンテナンスフリー) 
 ・インテグラル橋梁化による落橋防止 
 ・インテグラル橋梁と背面盛土の一体化による耐震性の向上 

   
  

図１ 従来形式の課題と補強盛土一体橋梁の特徴 
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L2地震動相当：＋2200kN

L2地震動相当：-2200kN

橋台背面側載荷

橋台前面側載荷

水平変位量δh（㎜）最大変位量：-19㎜

残留変位量：4㎜
最大変位量：16㎜

載荷荷重P（kN）

-2200kNに対する
推定残留変位量：5㎜
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【性能確認試験】 
 鉄道総研の盛土試験場に実物大の試験橋梁を構築し、長期動態観測、
繰返し載荷試験、正負交番水平載荷試験等を実施し、高い安定性・耐
震性を確認しました。 

【実現場への適用】 
 補強盛土一体橋梁は、すでに北海道新幹線で１橋梁施工済みであり、
また、三陸鉄道の津波被害を受けた高架橋区間において、長スパン橋
梁を含む３橋梁が施工中です。  

写真２ 試験橋梁全景 図３ 水平載荷試験結果 
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写真３ L2地震を想定した水平載荷試験 

図２ 試験橋梁概要図 
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写真１ 試験橋梁施工状況 
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